
夏見台小障がい体験教室の感謝文 

 2012年12月19日(水)に夏見台小学校で障がい体
験を開きました。対象は4年生157人で、その時の

感謝文が届きましたので掲載します。原文のひら

がなを漢字に変換して読みやすくしてあります。 

なお、ＹＭＣＡでは『障がい者』という表記を

していますが、学校では『障害者』と教えている

ようなので、以下の感謝文では原文のままの表記

にしてあります。 

 

《体育館の手前の舞台で視覚障がい体験、中央で

車いす体験、一番奥で高齢者体験をしました》 

【感謝文１】 

 今日は私たちのために来てくださり本当にあり

がとうございました。私たちはこの体験をして障

害のことをより深く知ることが出来ました。視覚

体験の時は、階段を上り下りするだけでも大変で

した。目隠しをすると何も見えなくて怖かったで

す。次に、高齢者体験の時には、すごく重い重り

を足につけ、前が見えなくなるサングラスをつけ

たりして自分もおじいさん、おばあさんになると

あんなに足が重くなって前がぜんぜん見えなくな

るとあんなに大変だと思いました。次に車いすに

乗るとずっと座っていなくちゃいけないのが私に

とってつらかったです、あと、車いすに座ってい

ると色々な高いところに置いてある物がとれない

から大変でした。障害者の方の気持ちがよく分か

りました。今日は本当にありがとうございました。 

                （ＮＨ、女子） 

 

《視覚障がい体験は舞台に置いてある障害物を 

避けて歩きます》 

【感謝文２】 

 この前はありがとうございます。「目が見えな

い」「車いす」「高齢者」を体験しました。そし

て、最後に「車いすダンス」をしました。準備も

お忙しい中、ありがとうございます。「目が見え

ない」とは、ずっと見えないままで苦しくて我慢

できませんでした。次には「高齢者」も体験しま

した。目も見えにくいし、重たくて動きにくかっ

たです。「車いす」もやりました。私は一番勉強

が分かったのは「車いす」です。理由は、「楽し

い」で終わりではないのです。「車いす」に乗っ

ている人の気持ちがどれだけ分かって理解できた

からです。私たちは普通に歩けて「楽しい」しか

分からないけど、私は自由に歩けない人に失礼だ

と思いました。この体験は最高でした。ただ体験

するのではなく、気持ちを理解する勉強でした。 

（ＮＮ、女子） 
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【感謝文３】 

 12月19日はお世話になりありがとうございまし

た。福祉体験をやり、よく理解できました。目が

見えない、足が動かないなどどれだけつらいかよ

く分かりました。もしも、周りに目が見えない人

がいたら絶対に助けます。福祉体験をやって分か

りました。助けて欲しいと思いました。だから、

自分も助けたいと思います。だからこれからも人

を助けます。そのことを日本中に伝えたいです。

本日は本当にありがとうございました。 

                （ＴＫ、男子） 

 

《車いすは、障害物を避けて、段差をこえて、 

砂地を模した体操マットの上を進みます》 

【感謝文４】 

 体育館の準備などありがとうございます。障害

との間の壁が、この福祉体験で自動ドアになった

気がします。障害者は、見た目はマイナスであっ

ても、心の成長はみんなよりプラスになっている

と思います。心の成長は一番大切だから、いいこ

とと思っています。この体験で、私のように想像

して、障害者の気持ちも理解できるようになると

思います。「出来ない」や「ヤダ！」などの感情

を「出来る」や「やろう」と言う気持ちになれる

鍵をこの福祉体験で見つけることが出来ました。

ありがとうございます。     （ＹＳ、女子） 

 

《高齢者体験は足首に重りをつけて歩きます》 

【感謝文５】 

 お忙しい中、来てくださってありがとうござい

ました。みなさんが障害者について、様々なこと

を教えてくれたので、私たち４年生は障害者との

バリアを少し無くせたと思います。どの体験も面

白かったのですが、一番は『車いす体験』です。

使い方も教えてもらい、実際に押してあげたり、

押してもらって自分が乗ったりと、とても貴重な

体験でした。おばあちゃんやおじいちゃんが、足

が不自由になって車椅子を使うことになったら、

自分が押してあげたいなぁと思いました。車いす

ダンスもユニークで面白かったです。私はダンス

の協力の人だったので、みなさんと一緒に踊りま

した。みなさんが、分かりやすく障害のことを教

えてくれたので、よく分かりました。ありがとう

ございました。         （ＫＩ、女子） 

 

《車いすダンスは、車いすに乗った人と健常者が 

ペアになって踊ります》 

船橋ＹＭＣＡ活動記録 

船橋ＹＭＣＡの１月、２月の活動記録です。 
・１月 10日（木）千葉ＹＭＣＡ財務・総務委員会 
・１月 24日（木）千葉ＹＭＣＡ常議員会 
・２月６日（水）千葉ＹＭＣＡ国際事業委員会 
・２月 11日（月）千葉ＹＭＣＡ中期計画委員会 
編集後記 
 本号は、昨年 12月に夏見台小学校で行った障が
い体験教室の感想文の特集になりました。このプ

ログラムは、2005 年に開始され、これまでに 30
回実施しました。このプログラムに参加した小中

学生は延べで 5,090 名になります。船橋ＹＭＣＡ

は、船橋市障害者友の会や車いすダンスグループ

矢車草と学校の間を取り持つ触媒の役割を果たし

ています。                (槇) 


